
定
員
を
6
3
5
人
に
し
、
当
日
は

午
前
・
午
後
に
分
か
れ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加

者
は
各
地
か
ら
専
用
バ
ス
で
成
田

湯
川
駅
に
続
々
と
集
合
。
班
に
分

か
れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
始
し

ま
し
た
。
線
路
横
の
溝
を
鉄
道
関

係
者
の
人
が
ガ
イ
ド
役
と
な
り
、

説
明
を
受
け
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
ク

で
す
。
線
路
幅
は
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
と

同
じ
1
街
4
3
5
亜
と
大
き
く
、

こ
こ
を
最
高
時
速
1
6
0
娃
で
新

型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。

　
駅
を
出
て
す
ぐ
に
松
崎
ト
ン
ネ

ル
が
あ
り
、
そ
の
向
こ
う
に
は
印

旛
沼
が
遠
望
さ
れ
ま
す
。
沿
線
に

は
防
音
・
振
動
対
策
と
し
て
防
音

壁
が
あ
り
、
歩
行
中
は
外
部
を
見

る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
し
た
が
、

ウ
ォ
ー
ク
の
終
点
に
は
展
望
台
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
印

旛
沼
を
望
む
風
景
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
ガ
イ

ド
へ
熱
心
に
質
問
を
し
、
写
真
を

撮
り
な
が
ら
約
1
時
間
の
ウ
ォ
ー

ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
終
了

後
に
は
甘
酒
も
振
る
舞
わ
れ
、
記

念
品
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
「
一
日
も
早
く
電
車
に
乗

っ
て
み
た
い
」
と
話
し
つ
つ
、
帰

路
に
つ
い
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
今
年
4
月
に
は
試
運
転
も
開
始

さ
れ
ま
す
が
、
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
は
成
田
空
港
ま
で
ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
す
。
代
わ
り
に
一
般
特
急

　
今
年
7
月
、
待
望
の
成
田
新
高

速
鉄
道
（
愛
称
・
成
田
ス
カ
イ
ア

ク
セ
ス
）
が
成
田
空
港
ま
で
開
通

予
定
で
す
。

小
旅
行
で
す
。
同
社
の
長
谷
川
常

務
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、

沿
線
の
7
市
2
村
か
ら
定
員
4
0

0
人
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
4
街

4
0
0
人
を
越
す
応
募
が
殺
到
。

 成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス

　
レ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て

広報レポーター：村形　彰治（小林北）

平成２２年（２０１０）３月１５日号（４）

▲
ガ
イ
ド
役
の
鉄
道
関
係

者
を
先
頭
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
開
始
！

篁
の
奥
に
起
り
し
風
の
音
た
ち
ま
ち
近
づ
き
葉
群
騒
だ
つ

小
　
林
　
　
　
本
間
百
々
代

打
ち
寄
す
る
荒
き
波
よ
り
飛
沫
浴
び
海
に
向
ひ
て
深
呼
吸
す
る

　
別
　
所
　
　
　
熱
田
　
克
子

気
が
つ
け
ば
七
草
粥
の
過
ぎ
去
り
ぬ
古
き
し
き
た
り
忘
れ
つ
つ
老
ゆ

木
　
刈
　
　
　
武
村
　
政
子

冬
日
差
す
石
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
ゲ
ー
ム
に
夢
中
の
子
ら
静
か
な
り

原
　
　
　
　
菱
沼
　
幸
子

鹿
黒
橋
江
戸
に
始
ま
る
道
の
辺
の
庚
申
塔
は
長
き
に
耐
え
し

大
　
森
　
　
　
田
村
　
文
成

街
騒
を
し
ば
し
遠
ざ
け
冬
の
虹

小
林
浅
間
　
　
樫
本
　
聖
彦

漸
く
に
春
立
つ
日
と
ぞ
思
ひ
け
り

原
　
山
　
　
　
片
岡
　
芳
子

あ
え
か
な
る
 勿
忘
 草
を
求
め
け
り

わ
す
れ
な

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

下
校
児
の
声
賑
や
か
に
春
近
し

内
　
野
　
　
　
真
明
　
克
誠

今
年
ま
た
豆
ま
き
の
声
静
か
な
り

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
、

印
旛
日
本
医
大
駅
に
停
車
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
市
民
に
と

っ
て
便
利
な
足
代
わ
り
に
な
り
そ

う
で
す
。

　
こ
の
成
田
新
高
速
鉄
道
の
開
通

は
、
将
来
の
国
際
空
港
の
需
要
の

増
加
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
開
通
に
よ
る
大
幅
な
輸
送
力
の

増
加
は
、
成
田
空
港
の
拡
大
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
成
田
・
羽
田
の
両
空

港
が
一
本
に
つ
な
が
る
こ
と
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
新
高
速
鉄
道
の
建
設

に
合
わ
せ
て
、
北
千
葉
道
路
も
順

次
整
備
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
の
交

通
は
さ
ら
に
利
便
性
が
増
す
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
、
当
日
い
ろ
い
ろ
と
ご

案
内
い
た
だ
い
た
鉄
道
関
係
者
・

関
係
市
町
村
の
み
な
さ
ん
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
線
路
や
新
駅
で
あ
る
「
成
田
湯

川
駅
」
は
既
に
大
半
が
完
成
し
、

現
在
、
最
後
の
工
事
が
進
行
中
で

す
。
こ
の
開
通
で
、
新
型
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
に
よ
る
日
暮
里
～
空
港

第
2
ビ
ル
間
の
所
要
時
間
は
　
分
36

と
な
り
、
現
在
よ
り
　
分
も
短
縮

15

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
都
心
ま
で
の
所
要
時
間
と
し
て
、

世
界
各
国
の
主
要
都
市
と
比
較
し

て
も
見
劣
り
し
な
い
時
間
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
印
西
市
を
含
む
県

北
西
部
の
交
通
利
便
性
は
一
層
増

加
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
去
る
1
月
　
日
、
こ
の
線
路
の

17

上
を
歩
く
成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ

ス
珂
主
催
「
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ

ス
レ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
成
田
湯
川
駅
か
ら
印
旛

日
医
大
駅
方
面
へ
の
往
復
3
娃
の

リサイクル情報広場 掲載情報は平成22年３月１日現在
架生活環境課クリーン推進班（緯内線363）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

▲スノーボードとブーツ（２組・それぞれ３千円）▲柏日体大高校セーターとベスト
（要相談）▲ノートパソコン（2万4千円）▲印西中学校女子制服スカート（夏、冬用・
無料）▲木製二つ折りタイプすのこベッド（7千円）▲ベビーバス▲千葉商科大学付
属高校女子制服（夏・冬服、コート、要相談）▲秀明八千代高校男子制服（一式、要相
談）▲リクライニングソファ（足のせ付き、要相談）。

▲全自動麻雀卓▲印旛高校女子制服▲ノートパソコン▲県立我孫子高校指定セーター
▲麻雀卓▲印西しおん幼稚園男子制服（115cm）▲電子ピアノ▲幼児用自転車▲きかり
幼稚園制服、体操服など▲木刈中学校男子制服（160唖）▲千葉英和高校制服・体操服一
式（180唖）。

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い物にはマイバッ
クを持参しましょう。

葛
松
崎
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
彼
方
に
印
旛
沼
が
見

え
ま
し
た

広報レポーター：阿部　純（小倉台）

いい
ん
ざ
ん
ざ
いい
思思
いい
出出
       

写
真

   写
 真
 館館

▲答えは「千葉ニュータウン中央駅」。桜の木に隠れていますが、
右端の駅舎がヒントでした（右写真は現在の駅）。

《2月１５日号の解答》

　印西に春を告げる足音が聞こえてきました。上の写真はまさに春
の風物詩ともいえる「ある巡礼」を撮影したものです。
　この行事について、船尾にある東光院住職の御園生さんをはじめ、
近所に住む宮崎さん、横尾さん、鳥羽さん、林さんから話をお伺い
しました。みなさん、この行事には昔から馴染み深いそうです。
　話も「今は車だけど、昔は歩きでね。何百人も参加してたよ」
「今も印西・白井・印旛・本埜を回っているよ」「夜は各地区の家
に泊まって、お酒が入ってにぎやかなもんだったよ」と懐かしそう。
中には「雨の日は夜通し服を乾かしたり、大変だった」と当時の苦
労話もちらほら。
　この巡礼は、江戸中期に各地で四国八十八か所を模した「新四国
八十八か所」が基となり、享保6年（1721年）に始まったといわ
れています。御園生さんからは「仏道修行の一環ともされていま
す」と説明がありました。北総地区で行われている巡礼のうち、最
も古く盛大に行われていたそうです。幟旗を先頭に白装束で進む巡
礼者の列を見たことがある人もいらっしゃるのではありませんか。
また、昔からこの巡礼の参加者には、それぞれの地区で、当番を出
し、お餅や酒を振る舞ったそうで、これは今も形を変えて受け継が
れているそうです。
　連綿と受け継がれてきたこの巡礼、今年は4月1日牙～6日峨
の6日間で行われ、印旛村の廣福寺（発心寺・結願寺でもある）に
朝8時に集合し、巡行する予定です。　宗派も市町村も問わない、
完全自由参加で、移動用の車さえあれば大丈夫です。
　さて、今回は「場所」ではなく「行事」になりましたが、これは
何の巡礼でしょう。ヒントは「○○大師」です。




